
 

 

 

★令和 8 年度 群馬県立藤岡工業高等学校『教育ビジョン（重点目標）』策定！★ 
 

変化が激しく、将来の予測が困難な現代社会においては、一人一人が『主体性』を持ち、『自ら考え、判断し、行動し

ていく力』が求められています。 

本校では、人が誰しも生まれつき持っている『自分と社会をより良くしようと願う意志や原動力（Agency：エージェ

ンシー）』を発揮し、自らの意思と選択によって学びを創り出し、それを実際の行動へとつなげていくことができる生徒

の育成を目指し、教育活動の基本的な方向性を定めています。 

また、生徒からは『充実感・達成感』を、保護者の皆様からは『安心感』を、教職員からは『やりがい・生きがい・充

実感』を実感できる学校でありたいと考えています。すなわち、生徒が『藤工に入学してよかった』、保護者の皆様が

『藤工に入学させてよかった』、そして教職員が『藤工の教師になってよかった』と実感できるよう、『well-being（ウ

ェルビーイング）』の向上を意識した教育活動を推進してまいります。 

『令和８年度 群馬県立藤岡工業高等学校 教育ビジョン（重点目標）』を策定するにあたり、OECD の『Learning 

Compass 2030』や『群馬県教育ビジョン』、

『SAH 事業』を意識し、策定しました。 

下の『群馬県教育ビジョン』のパンフレットに

『試行錯誤しよう。失敗してもいいのだと知ろう。

それが自分を強くしてくれるよ。』という言葉があ

ります。『答えのない世の中』なのだから『失敗・

うまくいかないこと』は想定内なのです！そんなと

きに必要な力が『Resilience（ねばり強く挑戦し、

困難を乗り越える力）』です！ 

さらに、この教育ビジョンは固定的なものではな

く、例えば iPhoneの iOSのように、必要に応じて

見直しと改善を重ねながら、よりよいものへと発展

させていきたいと考えています。 

この『藤工 BLAZE Journal』では、その歩みや

取組について随時発信してまいりますので、どうぞ

よろしくお願いいたします。   校長 星野 亨 
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★『OECD Learning Compass 2030』とは？？？★ 

OECDが 2030年に向けて定めた『主体的な行動を中心に、他者と協働しな

がら学び続け、ウェルビーイングを実現する力を育てる設計図』なのです！ 

① 目的：『ウェルビーイング（Well-being）』…すべての学びは、自分と

社会の『しあわせ』の実現に向かっています！ 

② 実現に向けて動かす力：『エージェンシー（Agency）』…言い換えれ

ば『主体性（自ら考え、判断し、行動する力）』です！生徒自身が未来を切

り拓く原動力として位置づけられています。 

③ 支え合う関係：『コ・エージェンシー（Co-agency）』…生徒だけでな

く、教師・仲間・地域とともに学ぶ関係性も重要です。一人ではなく、協働して未来を創ります。 

④ 外側の要素：『知識・スキル・態度・価値観』を学びます！ 

⑤ 学びの循環：振り返りと改善（ラーニングサイクル）…図全体は回転する構造になっており、『行動 → 振り返り → 

改善 → 再挑戦』という学びのサイクルを表しています。 

★『藤工 BLAZE for our well-being！』とは？★ 

①『BLAZE』…校訓の後半『未来を拓け』の『拓く』

を英語化する際に『道なき道を切り拓く』という意味の

『BLAZE』という英単語を選択しました！『藤工スピ

リッツ』となれば幸いです！ 

②『for our well-being』…最終目的地は『自分と自分

の周りの人々』の『しあわせ』の実現です！ 

③『Agency（エージェンシー）』…『自分と社会をよ

り良くしようと願う意思や原動力』や『自ら考え、判断

し、行動する力』、『主体性』、『当事者意識』などと

いろいろな解釈ができます！生徒のみなさんには、そう

いう力を発揮し、②の『みんなのしあわせ』の実現を目

指してほしいのです！ 

④『Resilience（レジリエンス）』…『ねばり強く挑戦

し、困難を乗り越える力』です！『答えのない時代』

『答えが１つではない時代』『変化が激しく、将来の予

測が困難な時代』なのですから、うまくいかないことは

当たり前です！したがって『行動 → 振り返り → 改善 

→ 再挑戦』というサイクルで何度でもやり直し、困難

を乗り越える力を意識し、挑戦してみてください！ 


